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№ 68 

【様式２】 

エントリー学校名：学校法人鎌形学園 東京学館新潟高等学校  

活動名：担任力向上プロジェクト ― 教師も生徒も皆が学ぶチーム作り 

解決すべき課題︓全国的な教員志望者数の減少という環境に加え、本校では数年後多くの教員が定年退 
職を迎える。そこで、「察する力（現状把握）」を持ち、現状と目指す像をベースにした学級経営ができる教師 
の育成が急務である。また、教師自身が日々の業務に追われ、自身のスキルアップを図る習慣があまりないた 
め、自身についても「現状把握」をし、理想とする教師像との照合を行いながら、抱える課題を言語化すること 
で日常の業務の中で学ぶ教師を育成する。 
目標・方針：「担任力向上プロジェクト」と銘打った研修により、①「現状把握」と「目指す姿」の言語化、②課
題の言語化、③論理立ったビジョンの構築（個人・グループ）を各教師が実践する。①～③の流れを、学級
運営にも、教員自身にも行う。その後、学級運営ビジョンの練り直しを行い、教員間で共有を図る。週 1 回の
「学年会」を活用し、到達点に向けて細かな軌道修正を行いつつ、見通しを持って前進するチームを育成する。
また、手法を学んだ教師が、各ホームルームにおいて生徒にも指導し、互いに学ぶ空気を醸成する。 

活動内容︓研修において、教師自身が、①深く現状把握ができること、②理想像が見えていること、③ビジョン
を持つこと、④指導に目的を持つことについて学び、演習を行う。その後、本校の校訓である「自主自学」を体
現する理想の生徒像を言語化し、生徒の現状も同時に言語化する。そこで見えたギャップから課題を導き、「ど
の時期に」「どのように」「どのような優先順位で」生徒に付けたい力を育てていくかを個人・グループで思考し、体
系的な年間マトリクスを作成する。研修後は、月に一度程度継続すること(Keep)、問題点(Problem)、新た
に挑戦すること(Try) を言語化する KPT シート（右ページ参照）を用い、議論し、重要度・優先順位をつ
け、次の行動へと結びつける。さらに生徒も KPT シートに取り組み、学びを深める姿勢を身に付ける。 

活動の成果︓事後アンケートより、『「自分はこのままではいけない」という危機感を感じていたが、研修を受けて
より具体的に「何がどう、このままではいけないのか」が明確になった。』『「ない力をどう付ければ良いか」を考えるこ
とが必要だと感じた。』というコメントが多数寄せられ、研修に対する満足度が大変高かった（右︓「研修満足
度」参照 n=39）。そして現状把握の重要性についての理解が大きく促進した（右︓「現状把握の重要性
が理解できたか」参照 n=39）。まずは１学年から KPT 分析をベースとした取り組みを始め、ノウハウを構築
した上で各学年主任とも連携をとることとした。KPT 分析を用いて、細かな r-pdca、月ごとの大きな R-PDCA
をより効果的に実践することができ、教師の「察する力（現状把握力）」がより磨かれた。そしてチームで方針を
定期的に確認、修正しながら教育活動にあたるようになったことは大きな意味を持つ。その結果令和２年５
月、９月に実施した QU アンケートから「生徒の学級満足度」「担任との関係」に関するスコアがいずれも上昇
し、t検定を実施した所１％水準でそれぞれ有意差が認められた。今後、２、３学年の成果が出ることが期待
される。 

アピールポイント（アイディアや工夫）︓①現状と理想のギャップを言語化する担任自己分析シートや、生
徒の現状 と、育てたい生徒像を言語化し、付けたい力を明確化するワークシートを用いた点 ②KPT分析の
実施 ③「問題解決型アプローチ」「価値拡大型アプローチ」を教師個人にも当てはめた点 ④いかなる学校種
においてもすぐに取り組めるプログラムにしようと努めた点。 

研修アウトライン                                    担任自己分析シート（作成方法） 

       

年間マトリクス検討（個人）     年間マトリクス作成（グループ）研修資料（「コース通信」一部抜粋） 

                                             

1学年年間マトリクス（一部抜粋）  研修満足度            現状把握の重要性が理解できたか  

               

KPT分析シート①           KPT分析シート②           QU アンケート結果（1学年） 

                                     

 
 




